
ワークショップご提案



企画内容：日本における廃棄米の問題について

・SDGsの17の目標のうち2番目には、「飢餓をゼロに」という目標が掲げられています。この目標の背
景には、世界人口70億人のうち約8億人が空腹に苦しんでいる現状がありますがそれにもかからず、世界
では今先進国を中心に、大量の食品ロスが問題となっています。

・農林水産省の調査によると、世界では年間約13億トンの食料が廃棄されており、そのうち日本の廃棄量
は約62万トンとなっています。これを国民一人あたりに換算すると、毎日お茶碗一杯分の食料を一人一人
が捨てていることになります。

・今回の企画は、日本で大量の廃棄米が出てしまう問題を知るため、廃棄米を減らすために近年行われて
いるさまざまな取り組みの一つ、ライスレジンを使用したブロックを通じて現代の食料問題への理解を深
める
体験です。

【ライスレジンとは？】
100％国産米を使用しているため、海外情勢に影響されない安定的な供給が可能となっています。
ライスレジンを使って作られたプラスチック製品は、石油系のプラスチック製品に比べて圧倒的に環境負
荷が低いというエコフレンドリーな性質を持っています。
廃棄米を有効活用し、環境負荷低減にも貢献するライスレジンは、まさに一石二鳥を実現する存在だと言
えるでしょう。



ライスレジンについて

「ライスレジン」は、お米(非食用)由来の国産バイオマスプラスチックです。食用に適さない古米、米菓
メーカーなどで発生する破砕米など、 飼料としても処理されず、廃棄されてしまうお米を、 新しいテクノ
ロジーでプラスチックへとアップサイクルします。

https://www.biomass-resin.com/minami-uonuma/ R70J-1 R55J-1 R50E-4



ワークショップ内容

・OKOMEIRO(S)と同量の ７２ピース（箱なし）を使用。

・簡単な組み方をレクチャー(ダイヤブロックの材料など説明）

・子供達に自由に動物を作ってもらう。※実施時間15分ー30分

・3歳から参加できるカンタンワークショップ
3歳児が作成した見本



お米で出来たブロック（OKOMEIRO）について
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一般発売は2023年4月予定
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製品の３つの特徴＋こだわりのMade in JAPAN

新素材

新形状

新容器

⽇本製



ブロック教室の流れ（あつめてみよう～どうぶつをつくってみようまで）



過去イベント実施風景


